
表現者の
申込はこちらから⬇

※見学は申込不要です
定員：各回 20名程度

日程

表現活動のサポーター

表現者
・特別支援学校の在校生・卒業生
・支援学級の児童生徒
・児童発達支援センターに通うお子さんなど

・静岡県立田方農業高等学校
ライフデザイン科セラピーコース
・静岡県立沼津西高等学校  美術部など

会場

（色員さん）

①静岡県立田方農業高等学校 武道場
②③④ 「サンウェルぬまづ」4F 多目的ホール
⑤沼津市立千本小学校 体育館

① 7/28 ㈪
③ 8/20 ㈬
⑤11/15 ㈯

 13:30～15:50
（ 12:30 集合 / 16:00 解散 ）

② 8/4 ㈪
④ 9/14 ㈰

障害を抱える人たちが、地域の高校生のサポートを受けながら、絵の具やキャンバスなどの好き
な画材を使い、自由な表現活動を通じた交流をします。グループやペアになって表現を引き出し
たり、掘り下げたりすることを一緒に楽しみ・考えることで、お互いの理解が深まっていきます。

【主 催】特定非営利活動法人こころのまま　　【後 援】静岡県  /  沼津市  /  沼津市教育委員会  /  沼津市社会福祉協議会

\  高校生サポーターと楽しく交流できるよ /

アートワークショップの様子

参加した人それぞれに 考え方や行動の変化が生まれています

2023 2024

私たちは、特別支援学校などに通う様々な障害を抱える子どもの身近な支援
者であるお母さんのコミュニティから生まれた法人です。障害児者やその家族
及び地域の方々に対する、障害児者の役割づくり・仕事づくり・居場所づくり
や障害に関する情報の発信・ネットワークづくりに関する事業を行っています。

2025年度　サポーター会員のみなさま

LINEアカウントWebサイト

（敬称略・五十音順）

温かいご支援をいただき ありがとうございます

ご紹介は内面にも続きます
（個人サポーターさまと匿名のサポーターさまの掲載はございません）



＊掲載名は色員さんの手書き文字（色員フォント）を使用しています

「色員（いろいん）さん」や一般の親子が一緒になって新聞
紙を丸め、願い事を言いながらボールをパスする遊びが繰
り広げられていました。

言葉がすぐに出てこなくて戸惑う色員さんもいましたが、
子どもたちは自然と声をかけ合い、  「こんなこと言ってみた
らどう？」とサポートする姿が見られました。  
〝 早くして！”といった急かすような言葉が聞こえてきそ
うな場面ですが、そこには優しさがあふれていて、穏やか
であたたかい空気が流れていました。

一般参加されたご家族の帰り道。親子で次のようなやりとりがあったそうです。
「〇〇君たちは支援学校に通っているんだよ」と伝えると、子どもたちは不思議そうな顔で「そ
んなの分からなかった」「どこで会えるの？また遊びたい！」「とても楽しかった！！」
純粋な反応から、偏見や先入観のなさが伝わったとのことでした。  

　　

「インクルーシブ」な時間
アートワークショップ後の会場でのひとコマ

2025年度　サポーター会員のみなさま

イラスト：表紙・裏表紙 「レインボー」KANTA ／ 「やぎとつくし」「インコとチューリップ」SA-YA ／ 「羊」「りんご」KOTARO
監修：中津川浩章 氏　編集：綾女欣伸 氏　デザイン： hahahano.labo
寄稿：青木彬 氏、田口ランディ 氏、長津結一郎 氏
支援：アーツカウンシルしずおか　　　　　　　　　　

アートワークショップの説明やはじめ方、ファシリ
テートの内容、学生と先生・学校のサポート、色員
さんとその家族の変化などをまとめた冊子です。

こちらから
ご覧いただけます

冊子について
～ASAHI 君のエピソード～
「ぼくだって高校生」

冊子

当法人では、障害を抱える人たちの多様な個性や強みを   『色』と捉え、
「心のままアートワークショップ」に参加する表現者を  「色員（いろいん）さん」と呼んでいます。

「高校生のみなさん、集合してください！！」と呼びか
けると、１番にやってきた当時高校３年生の色員
ASAHI君。高校１,２年生のサポーターに「先輩として…」
「後輩たちが…」といった言葉を送っていました。
〝 ぼくは高校３年生、みんなの先輩です！”と言いたかっ
たのかな？先輩としての誇りと自覚を感じました。

イラスト：マツナガマサエ

2025 年 2月発行


